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子どもの歴史のわかり方と共感
学習開発コ-ス (10220907) 酒 井 原 葉 月
教職専門実習において,人物を中心とした歴史学習を行った｡ しかし,社会構造との関
連を生徒に理解させることができないとい う課題が現れた｡
本研究では,安井の共感論に対する批判を整理し,共感を歴史学習の中でどのように扱
うかを考察した｡状況の中での共感という見方によって,共感論の課題を解決できる見通
しを示すとともに,新たな実践を提案した｡
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1 問題の所在と方法
山形県内Ⅹ高等学校における世界史Aの寺受業実
践で,体育科の1年生を対象とし,ルネサンス ｡
大航海時代 ｡宗教改革を扱った｡ レオナル ド-ダ
ニヴインチ,コロンブス,フランシスコ=ザビエル
等,様々な人物を扱った｡ 著名な人物を多数扱う
ため,新出の人物を印象付けたいという思いがあ
った｡そのために,それぞれの人物の生い立ちや
業績から,印象付けられそうなものを取り上げ,
授業の中で紹介した｡しかし,こうした方法では
生徒がェピソー ドだけに集中してしまったり,授
業とどう関係するのかわかりにくくなってしまっ
たりと,理解を深めるために役立てることができ
なかった｡背景となる社会構造からの必然性や,
世界に与えた影響と関連付けることができない授
業となった｡
では,歴史学習で人物をどう扱えばよいのか｡
安井 (1994)は,子どもは共感することで歴史
に入り込みやすくなるとし了子どもは教材と一体
となり,感じたことをそのままぶっけたり,かな
り身を乗り出してくる｡が,そうやってこの教材
はひとごとではなく,切実な問題として考えられ
るものとなる｣と述べている｡安井は,歴史上の
人物に子どもが切実に共感することで,主権者の
育成につながるとしている｡
しかし,この方法では生徒が史実と異なる結末
を導き出す可能性がある｡
土井 (1986)は歴史学 ｡歴史研究の成果と教育
内容を近づけることを重視しており,結末を事実
に近付けるための操作が必要であるとしている｡
また,共感が子どもの ｢主観的願望｣に終わって
しまうことを危倶している｡
藤岡 (1983)は,共感からいきなり主権者形成
に向かうのではなく,まず歴史的事実の関連 ｡分
析に向かうべきとしている｡心情を共感させるだ
けでなく,｢なぜそんなことが起こるのか｣という
問題意識の探求,つまり社会構造の問題に迫るこ
とが必要であるとしている｡社会構造を理解する
ことで,安井が求める ｢より質の高い共感｣を得
ることが期待される｡
こうした人物の ｢共感｣-の批判をどう考えた
らよいか｡
安井自身も,｢スパルタクスの反乱｣実践の中
で,子どもは ｢苦しい生活-反乱｣ と直線的に捉
えているため,｢反乱をおこすまでに至る苦しさ,
悩み,葛藤にまで深めることができなかった｣了子
どもはすでに 『反乱を起こす』ということを前提
に考えているため,私の考えているところには近
づいてこなかった｣という点を反省している｡
筆者は,安井の授業のように,子どもが歴史の
中に入り込み,主体的に考える授業を目指したい
と考える｡だが,そのためには上記のような個人
-の共感と社会構造の関連についての課題にこた
えなければならない｡歴史学習において,共感を
どのように扱えば良いだろうか｡本研究では,そ
の点を明らかにしていく｡
2 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)教職専門実習Ⅰから
山形県内Y中学校における実践である｡2年生
を対象とし,明治維新の諸改革について扱った｡
親友同士でありながら対立した大久保利通と西
郷隆盛を取り上げ,富国強兵政策の必要性,それ
に対する武士の根強い不満などを理解させようと
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した｡しかし,人物を2人並べただけでは,生徒
の思考は比較程度にとどまってしまう｡同じ時代
を生きた人物がまったく違った考えをもつに至る
過程や,その背後にある社会構造を生徒に理解さ
せることができず,大久保についての授業と西郷
についての授業が,生徒の中で結び付かなかった
ようであった｡
(2)都市圏実習から
神奈川県内Z高等学校における日本史Bの実践
である｡普通科 ･国際科混合の3年日本史選択者
を対象とし,室町幕府の成立 ･衰退,庶民の台頭
を扱った｡
授業の中で,生徒に ｢自分が大名の立場だった
ら,この政策についてどう思う?｣といった発間
を何度かした｡しかし,生徒が答えるための史料
は教科書の記述や図表しか与えていなかったため,
｢室町幕府はこの後衰退するから,幕府の構造は
よくなかったのだろう｣ というように,結果から
原因を探って,教師の求める反応を返すといった
授業になってしまった｡
(3)教職専門実習Ⅱから
山形県内Ⅹ高等学校における世界史Aの実践で
ある｡イエズス会の創始者として,非ヨー ロッパ
世界にキリスト教を広めた人物である,イグナテ
ィウスエロヨラについてのエピソー ドを紹介した
(資料1)｡ザビエルについては,小 ･中学校で既
に学んでいるので,名前と顔の確認のみとした｡
資料1 山形県内Ⅹ高等学校での授業場面
T:(写真を提示しながら)この人は,イエズス会を始める
前は,軍人でした｡後ろの人見えますかね? 真っ白な
白馬にロヨラが乗ってる絵なんですけれど,もともとは
騎士だったイグナティウス-ロヨラですが,この人は,
あるとき戦争で,両足を怪我してしまって,動けなくな
ってベッドで療養してたんですね｡そのときに,暇つぶ
しに聖人伝を読んでいました｡イエスについて書いてあ
ったり,イエスの教えを広めた人について書いてあった
りする本｡その本を読んで,ああキリスト教に従事する
のも素晴らしいことだなあと思っていたときに,枕元に
マリアが立った｡そういう奇跡的な体験をして,じゃあ
自分は,一生カトリックに身を捧げようと心に決めて,
身体が回復した後は,イエズス会のために人生を捧げた
という人です｡
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宗教に関わる事項は生徒にとって理解しづらい
話題である｡そこで,聖職者となる決意をし,キ
リスト教を世界に広めようとしたきっかけとして,
このエピソー ドを用いた｡写真を提示したときに
は多くの生徒が注目していた｡図表の写真と見比
べている生徒もいたので,興味を引くことはでき
ていた｡しかし,生徒はそこから何を考えればい
いのかが分からず,学習を深めるきっかけとする
ことができなかったようである｡
(4)3つの実践から
Z高等学校の実践では,安井の ｢スパルタクス
の反乱｣実践と同様,生徒が事実確認だけで満足
してしまっている様子がうかがえた｡
Ⅹ高等学校,Y中学校の実践では,人物を中心に
据え,彼らがどのように世界に影響を与えたのか
を考えられる授業を目指していた｡しかし,人物の
｢業績｣,｢エピソー ド｣,人物が生きた時代の ｢社
会構造｣を関連付けられる展開にはできず,すべ
てが独立した情報として生徒に与えられただけ,
という状況であった｡
3 先行研究の検討
(1)キー ･パーソン論について
市井 (1963)は,母体的諸条件だけが歴史を特
定の方向-変化させるのではなく,その契機とし
て特定の諸個人の主体的行為が不可欠だとしてい
る｡母体的諸条件とは,国際的諸関係や自然的諸
条件による,時代の大きな流れ及び制約である｡
この母体的諸条件が,キー ･パーソンたちの主体
的行為の多岐な可能性に厳しい制約を課している
にもかかわらず,キー ･パーソンの個人レベルで
の創意や決断,選択,行動の差異が,時として巨
視レベルでの大きな差異をもたらしうるとしてい
る｡この点で,キー ･パーソン論は英雄史観 1)と
は異なるということが強調されている｡市井
は,蜂起などにおける集団行動を担う人々,政治史
の縁の下で地味な工作に従事する無数の人々,
匿名の ｢殉教者｣とも呼びうる人々,そして観念
の力 (科学的発明など)で母体的諸条件そのもの
に変化を生じさせる素因をつくりだす人々等を含
めた包括的概念であると述べている｡
(2)キー ･パーソン論と人物学習
安達 (2001)は,人物学習において,歴史の方
向を決めることになったキー･パーソンの｢創意･
決断 ･選択 ･行動｣を追体験させる必要があると
する｡安達は,その授業づくりを次の5点に整理
した｡これは,藤岡 (1991)が ｢人物学習の5つ
の側面｣として示したものがもとになっている｡
追体験の方法
(∋ 人物がどのような問題を持ってその時代を生きてい
たか,その状況を明確にする｡
② 人物が受け止めていた情報をその人物と同じ時間的
順序でうけとめさせる｡
③ 人物にとってどのような行為の選択肢が可能であっ
たか考えさせる｡
(彰 人物が選択した行為にはどのような意味づけと見通
しがあったか考えさせる｡
⑤ 人物の行為の創造的な部分は何か考えさせる｡
例えば,安達は坂本龍馬について,小学校で以
下のように実践している｡
第 1に,①龍馬がどのような問題意識を持って
いたのかを明確にしなければならない｡龍馬は,
黒船の来航を期に日本の将来について考えるよう
になる｡藩同士で,または幕府と対立している状
態では,いっ列強の介入を招くか分からない｡龍
馬が,日本の独立を守らなければならないと考え
ていたことを,生徒に提示する｡
第2に,この問題意識が,どのような経験の上
に形成されたのかを生徒が知る必要がある｡その
ため,②のプロセスが必要である｡ これまでの授
業で,子どもたちは ｢国-日本｣という意識がう
まれたこと,当時のアジアは列強の脅威にさらさ
れており,植民地化の危機が日本にも迫っていた
ということを学習している｡こうした社会の中で,
龍馬は黒船来航という大事件に遭遇し,天皇中心
の国をつくろうとする｡そのための活動として,
龍馬が海援隊を結成し,次に薩長同盟を結んだこ
とを紹介する｡
第3に,この授業の核となる,③行為の選択で
ある｡龍馬は,日本を天皇中心の国にするにあた
り,内戦を回避するか,戦って勝利することで国
をつくるかという選択を迫られたはずである｡龍
馬はアジアと西洋との関係及び勝海舟との出会い
から,内戦回避を選択した｡これらの経緯はチビ
もたちには示されていないが,内戦回避のために
薩長同盟を結び,藩同士の対立をなくそうとした
場面から,薩長同盟にかける龍馬の思いを考える｡
③と同時に,④龍馬の選択にはどのような見通
Lがあるのかについても考える｡子どもたちはこ
れまでの授業から,｢国｣という意識が生まれたこ
と,植民地化の危機が日本にも迫っていることを
学んでいるので,自然と ｢内戦を回避したい｣と
いう思いを理解することができる｡授業では,マ
ンガのひとコマを使って,桂と西郷を説得した言
葉を完成させるという活動をしている｡｢まだそん
なちっぽけな藩の対面や意地にこだわっちょるが
か- つ-この同盟は,××のためでも××のた
めでもない ! ○○のためじゃ !｣チビもたちは,
列強の介入を受けることなく天皇中心の国をつく
り,独立を守ろうとしていたことを総合して,｢薩
摩のためでも長州のためでもない ! 日本のため
じゃ !｣と適切な語を補っている｡
最後に,⑤龍馬の創造的な部分を考えさせる｡
｢なぜ龍馬は現代人に人気があるのか,自分の考
えを書きなさい｣という指示に対し,｢自分のこと
だけでなく,日本のことを考えた人だから ｢新し
い時代を作った人だから｣という評価がなされて
い る｡
4 考察
(1)｢状況｣の中での ｢共感｣
人物-の ｢共感｣については,社会構造との関
連が課題となっていた｡これについては,キー ｡
パーソン論を人物学習に導入することでひとつの
答えを与えられる｡
安達が整理した追体験のプロセスのうち,①②
によって,子どもは歴史人物の置かれていた ｢状
況｣に入り込んでいく｡そして様々な制約に縛ら
れていることを実感する｡このプロセスを経るこ
とで,③④の過程で人物の ｢創意 ｡決断 ｡選択 ｡
行動｣を追体験したときに,主体性を持って結論
を追求することができると考える｡｢状況｣を適切
に描き出し,その中での人物-の共感を促せば社
会構造との関連の課題は解決できると考える｡
状況の持っ様々な制約を実感する中で,土井が
述べる ｢主観的願望｣を持っ子どもは,それが ｢不
可能な願望である｣ことに気付いていくと考えら
れる｡
(2)実践の再構成
Ⅹ高等学校での実践において,エピソー ドは教
師が選んだものである｡生徒自身がロヨラについ
て考える機会を与えられておらず,エピソー ドを
活かして学習をすることができなかったのだと考
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える｡
では,共感を用いた人物学習を設定する場合,
ルネサンス,宗教改革で扱う歴史人物を誰に設定
できるか｡活版印刷を発明したグーテンベルクに
ついて,①～⑤を整理すると,以下のような実践
が考えられる｡グーテンベルクの人生については
不明な点が多いが,事実をもとに ｢状況｣にどの
ように入り込んでいくか,後に世界を突き動かす
｢創意｣がどのように生じるのかを追求する｡
はじめに,グーテンベルクがどのような問題を
抱えていたかを考える｡祖父が金貨鋳造業者であ
ったグーテンベルクは,自身も優れた技術を持っ
ていた｡しかし,母方の祖父が貴族ではなかった
ため,ギル ドに入会することができず,その技術
は認められなかった｡一方で,貴族である父が政
治抗争に巻き込まれ,故郷を離れなければならな
いことが度々あった｡
第2に,グーテンベルクが受け止めてきた情報
を同じ順序で追ってい く｡この時代には,それま
で修道院が独占していた書物生産が都市の書籍工
房によって行われるようになっていた｡グーテン
ベルクの時代には,出身地であるマインツは,地
方行政の支配と商業的な利益を巡り,ギル ドと都
市貴族の間で抗争が頻発していた｡同じ頃に木版
印刷が開発されたが,この技術で印刷物を大量生
産することは不可能であった｡また,グーテンベ
ルクは金貨鋳造業で活躍することはなかったが,
作業の中で利用されたプレス機が,活版印刷術の
開発に大きく貢献する｡グーテンベルクは30歳前
後でストラスブルクに移住し,金細工師 ･鏡暇人
として活躍する｡同時に活版印刷の開発に取り組
んでいたが,これは秘密裏に行っていた｡
第3に,グーテンベルクの発明における,創意
的な部分とは何かという点を考える｡これは第 5
のプロセスと重なるが,安達は追体験させる必要
があるものとして ｢創意 ･決断 ･選択 ･行動｣を
挙げているので,本実践案では ｢創意｣に焦点を
当てる｡グーテンベルクの活版印刷の2つの特徴
は,プレスの導入と金属活字の利用である｡貨幣
の鋳造,ブドウ搾り機,製本機など,生活の中に
見られたものから新たな発明を生みだしたのであ
る｡金属活字については,すぐに摩滅してしまう
という木版印刷の欠点を改めている｡
第4に,グーテンベルクが自身の発明にどのよ
うな見通しを持っていたのかを考える｡活版印
刷 ･火薬 ･羅針盤を ｢ルネサンスの3大発明｣と
したのはフランシス ･ベーコンであり,グーテン
ベルクは自身の発明が世界を変えるとは思わなか
ったであろう｡では,グーテンベルクはなぜ新し
いものを発明することにこだわったのだろうか｡
この点を子どもたちに考えさせたい｡高宮(1998)
は,グーテンベルクは自分の技術が認められず,
市民としての自由も得られない現状に対する不満
を抱えていたので,全く新しいものを求めたとい
う考えがあるとしている｡貴族やギル ドのしがら
みを排して新たなものを生み出すことで,自身の
技量を認めさせることに意味があると考えたので
はないだろうか｡そこで,この問いをきっかけに,
封建制や腐敗した教会-の反発が噴出し始めてい
る状況について考えさせたい｡
5 到達点と課題
(1)研究に関する到達度
第1に,状況の中での共感という見方によって,
共感論の課題を解決できる見通しを示した｡
第2に,これをグーテンベルクの例で示した｡
(2)課題
グーテンベルクの例を検証する｡
注
1)歴史変化の原動力が,何らかの意味で異常にぬ
きんでた英雄にのみあるとする｡政治的,軍事的
英雄を意味することが多い｡
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